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研究成果の概要（和文）：IVRの診断参考レベルはIVR基準点での透視線量率20mGy/分と公表されたが、臨床的要
素が加味されていないことから、日本脳神経血管内治療学会(JSNET)に働きかけ、放射線防護委員会を設置、さ
らに日本放射線技術学会(JSRT)との共同研究として、積算線量値と面積線量値の疾患別線量情報の収集と活用プ
ロジェクトを発足させた。ラジレックの改良が進み、線量ファイルを簡便に2D-mappingとDICOMへ変換する機能
が完成した。Ｈ３０年には、このラジレックを用いた全国多施設での被ばく線量測定データの収集と解析をすす
め、新たな診断参考レベル策定を行った。

研究成果の概要（英文）：Diagnositc reference level (DRL) for IVR has been announced as 20mGy/min at 
IVR reference point although clinical factor was not considered. Radiation protection committee in 
JSNET society with the collaboration of JSRT has been established. This working group and we 
collected air kerma area product and cumulative dose by imaging purpose/disease subgroup to analyze 
them. RADIREC new system can change dose file to 2D-mapping and DICOM without difficulties. We 
utilized this RADIREC system to collect and analyze the data from multicenter in Japan, resulting in
 propose new significant DRL. 

研究分野： interventional neuroradiology

キーワード： diagnostic 　reference level　air kerma　air kerma-area product　interventional radiology
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、脳血管撮影検査や血管内手術で患者さんが受ける頭部への被ばく防護の最適化と低減を目的としたも
のである。日本脳神経血管内治療学会（JSNET）に放射線防護の委員会を立ち上げ、日本放射線技術学会
（JSRT）との協働作業により、手技別線量情報の収集と診断参考レベルの作成を行い、現在も継続中である。こ
れらの情報発信することで、今後もますます盛んになるIVR手術中の医療被ばくの低減を促進させる意義がある
と考えられる。
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１．研究開始当初の背景 
本邦において IVR（診断・治療を含む）の診断参考レベル（DRL）は、H27 年 6 月に医
療被ばく研究情報ネットワーク（通称 J-RIME）より IVR 基準点での透視線量率
20mGy/min と公表された。この値はナショナルデータとして世界に発信されることとな
ったが、頭部領域の実質的治療当事者団体である日本脳神経血管内治療学会（JSNET）で
は、この値に臨床的要素が全く加味されていない点を問題とした。 
２．研究の目的 
 近年脳血管内治療が盛んに施行されるようになったが、患者被ばくに関して、医療提供側に
はその関心が低く、問題視されていないことが多い現状がある。意味のある DRL を作成し、
これをもとに患者被ばくの低減（最適化）につなげることが最大の目的である。 
３．研究の方法 
JSNET 内に放射線防護委員会を設置（H27 年 12 月）した。そして JSNET と日本放射
線技術学会（JSRT）の共同研究として、IVR 基準点における積算線量値と面積線量値の
疾患別、手技別線量情報の収集と活用を目指したプロジェクトを発足させた。 
４．研究成果 

ラジレック(オリジナル頭頸部被ばく線量モニター装置)も改良させ、線量ファイルを

簡便に2D-mappingとDICOMへ変換する機能が完成した。また積算線量値と面積線量

値の目的別/疾患別線量情報の収集と活用プロジェクトを発足させた。Ｈ３０年には、

このラジレックを用いた全国多施設での被ばく線量測定データの収集と解析をすすめ、

新たな診断参考レベル策定を行った。 
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